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  令和７年度 第１回昭島市環境審議会 

会議録（要旨） 

 

[開催日時] 令和７年７月 31 日（木) 18：00～19：20 

 

[開催場所] 昭島市役所３階庁議室（オンライン併用） 

 

[出 席 者] 

１ 委 員 

  会 場：馬場委員、山本委員、臼井委員、椎名委員、亀卦川委員、伊東委員、 

長瀬委員、斉藤委員（８名） 

  オンライン：坪内委員、荒井委員、三好委員（３名） 

  欠 席：宮地委員（１名） 

２ 理事者：臼井市長 

３ 事務局：岡本環境部長、井上環境課長、長谷川係長（計画推進係）、小沢係長（環境

保全係）、川崎係長（水と緑の係）、秋元係長（鳥獣対策係）、長谷川係長（カ

ーボンニュートラル担当）、渡辺主事（計画推進係）、丹沢主事（計画推進係） 

３ 傍聴者：０名 

 

[議事要旨] 

１ 開会 

２ 委嘱状の交付【資料１】 

３ 市長挨拶 

４ 委員自己紹介 

５ 正副会長の選出 

６ 議題 

「昭島市の環境」について【資料２】 

７ 報告事項 

  「昭島市環境基本計画」中間見直しについて【資料３】 

８ その他 

９ 閉会 

 

[配布資料] 

 資料１ 昭島市環境審議会委員名簿 
資料２ 「昭島市の環境」施策実施状況 

資料３ 昭島市環境基本計画 中間見直しについて 

（参考資料）関連法令 

  

[発言要旨] 
１ 開会 

２ 委嘱状の交付 

３ 市長挨拶 
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４ 委員自己紹介 

５ 正副会長の選出 

 会長に亀卦川委員、副会長に長瀬委員が就任する案が出され、全会一致で承認された。 

 また、議題の前に事務局の自己紹介と、環境課の業務内容について説明が行われた。 

６ 議題 

「昭島市の環境」について 

環境基本計画の令和６年度施策実施状況について、事務局からの説明が行われた。 

（資料２、長谷川計画推進係長による説明） 

（質疑） 

荒井委員 １点目、毎年委員として説明を聞いているが、評価基準が、事業を行ってい

るとＢランク、行っていなければＣランクとなっているようだが、評価基準

がないと判断がしづらく、わかりにくい。目標値にたいして、どうクリアし

たかという提示があるべきなのではないか？ 

２点目、地球温暖化対策と並んで生物多様性戦略も非常に重要だというの

は、東京都も国も言っている中で、モニタリングが実施されておらず、Ｄラ

ンクである。今後、継続するということであれば、具体的にこれをどういう

ふうに動かしていくのか、ビジョンがあれば伺いたい。 

井上課長 １点目、まず評価の方法について、各事業が単年度の事業であれば委員ご指

摘のとおり目標に対してどのように達成したかの評価が可能であるものと

考える。今回の「昭島市の環境」のベースとなるものが、「環境基本計画」

であり、令和４年３月に 10 年間の計画を策定している。その際に各課が環

境施策においての重要な目標を立て、その目標が具体的に進捗しているかど

うか、というチェックを行っており、策定時に想定していたのは、各課がそ

の進捗について主観的に評価をし、実施ができていればＢ、としていく評価

方法を現状も行っている。ご意見については、今後予定している中間見直し

等で改めて検討していきたいと考える。 

もう１点の生物多様性についてはご指摘のとおり、実施ができていないとこ

ろがある。生物調査の重要性は認識をしており、予算要求は行っているとこ

ろである。しっかり予算がつけば、事業者と一緒にやっていき、予算がつか

なければ工夫して対応するなど、今度の中間見直しにも反映をしていきたい

と考えている。 

荒井委員 環境がかなり厳しい時代なので、各計画の見直しについては注視されている

ところである。今回、中間の見直しに取り組まれるということで、反映して

いただければと思う。 

生物多様性のモニタリングはもちろん予算の関係もあると重々承知してい

る。神奈川県茅ヶ崎市などで市民を巻き込んでのモニタリング事業をされて

いる。参考にされるとよいと思う。 

伊東委員 市内公園とか市民会館とかで危険樹木伐採しているが、伐根までしてないと

いうことは、これからまだ緑を復活させていく予定なのか。 

川崎係長  他課の管理地となるが、伐根までは予算的な問題もあり、根は残している

ものがあると聞いている。その先どうするかというのは、まだ決まってはい

ない、本当に駄目な樹木は伐根して新しく植えるという話は聞いている。 
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伊東委員 もう１つ、評価のところで、各担当課の評価となるため、環境課からは言え

ないと思うが、Ｂ評価でも、内容をよく見るともう少しＡ評価でもよいもの

があると思った。 

井上課長 製本をするまでにまだ時間があるので、もう１回精査していきたいと思う。 

坪内委員 気候変動（４－１（３））で、地域防災計画の中の廃棄物処理が完了したと

いうことについて、自治体の中でこれが完了しているというところがそんな

にないのではないかと想像している。他の自治体ではどのくらいの状況かを

教えていただきたい。 

井上課長 地域防災計画に基づく体制整備完了の件は、計画の策定が終わったために完

了とした。中身につきましては、担当課が異なるため今、概要をお伝えする

ことができない。 

坪内委員 実際には努力義務の内容か、それとも義務の内容か。ずっと新宿でやってい

たので、あまり聞きなれなく、こういったものがあるのだということを知っ

て、他の自治体がどこまで進んでいるのか、興味深かった。 

井上課長 事業の詳細等、確認の上、改めてメール等で回答させていただきたい。 

馬場委員 エコ通勤デーの実施をはじめて知った。これはどういったものか？ 

井上課長 エコ通勤デーでは、過去に職員向けに月２回程度、マイカーを使わず、自転

車や公共交通機関を使おうという周知啓発をしていたが、新型コロナ感染症

があり、公共交通機関を使いづらくなってしまったことをきっかけに現在は

中止をしている状況である。 

馬場委員 市民に向けた施策だったらよいなと思うが。 

井上課長 事業者にヒアリングしたことはないが、恐らくこういった取り組みをされて

いるかと思う。機会があればＰＲを一緒にできればよいと思う。 

馬場委員 （２－１（２））もう一点、環境課ではないですが、電気自動車へ切り替え

が完了となっている。もう 100％電気自動車になっているということでよい

か。 

長谷川カーボンﾆｭｰﾄﾗﾙ係長 こちらは総務課として、電気自動車を購入したということで、必要部分が完

了、となっている。既存のガソリン車については随時切り替えなどのタイミ

ングで、環境にやさしい電気自動車を購入するよう、推奨している状況であ

る。パーセンテージについては災害発生時などのガソリン車の必要性も踏ま

えながら、バランスを見ながら変えていこうと考えている。 

臼井委員 喫煙マナーアップキャンペーンということで啓発活動をされているが、駅前

では喫煙されている方を見かける。駅前に喫煙所がないことが原因の一つで

ないかと思われるが、検討はされているか。 

井上課長 ご意見を多くいただいてはいるところであり、必要性については承知してい

るところであるが、設置方法も含め検討をしている状況であり、現状として

は、啓発活動に注力しているところである。 

斉藤委員 先日、自治連の研修で多摩川の水再生センターを見学した。職員の方から、

各家庭で流したものは下水道に直接流れてくるため、下水道には油を流さな

いことを徹底してほしい、というパンフレットをもらった。下水道局便りな

どには載っているのだろうと思うが、私を含めて数名もそのような認識がな

かった。各家庭での努力が大切となるため、市民にも広報等で周知をするな
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ど何か良い方法がないか？ 

井上課長 ホームページや下水道だより等で発信はしていると思われるが、実際に市民

へ届いているか、という問題はあろうかと思われる。主管課は下水道課にな

るが、いただいたご意見を伝え、しっかり周知できるようにやっていく。 

椎名委員 （１－７（４））国との連携による多摩川河川敷の特定外来生物対策(オオキ

ンケイギク等)の推進の中に、「特定外来生物であるオオキンケイギクやナガ

ミヒナゲシの除去」とあるが、ナガミヒナゲシは特定外来ではない(※外来

種)ので、「オオキンケイギク等」としてほしい。 

井上課長 失礼いたしました。承知しました。 

山本委員 （１－６（３））地元農産物の利用促進と地産地消の普及について、学校給

食で提供する機会を増やしたとのことだが、どのぐらいの目標で、どのぐら

いの量を子供たちに提供できたのか、結果を知りたい。 

井上課長 担当課に確認の上、委員の皆様宛に後日回答させていただきたい。 

亀掛川会長 本日いくつか質問が出ていた、それぞれの施策の方向性に対しての評価基準

について、評価結果の基準を載せることはできないか。大きな目標としては

環境基本計画へ出ているが、それぞれの各施策の方向性に対しての評価基準

やそもそもの目標設定がどうであるなどの基準が記載されていないように

思われる。各施策についての目標や基準を整理いただければと思う。 

井上課長 本日他の委員からいただいたご意見も含め内容を整理して、対応を検討させ

ていただく。 

 

７ 報告事項 

昭島市環境基本計画 中間見直しについて、事務局からの説明が行われた。 

（資料３、長谷川計画推進係長による説明） 

馬場委員 気候市民会議の実施方法について、令和８年９月までの開催予定となってい

るが、それ以降に目標を実施しようと考えている、ということか。 

井上課長 ８月までで気候市民会議としての意見をまとめていただき、それを環境基本

計画の素案に反映をさせようと考えている。 

 

８ その他 

長谷川計画推進係長 次回の審議会は令和８年３月頃の開催予定。日程が決まり次第連絡する。次

に本日の委員報酬は９月 10 日（水曜日）に登録の口座へ振り込みさせてい

ただく。先日メールにて連絡のとおり、新たに委員となった方、また支払先

を変更されたい方は口座の登録・変更が必要となるため、必要書類のご提出

をお願いしたい。最後に会議録（要旨）は、この後事務局で作成し、メール

で原稿を送信するので、修正箇所があれば事務局までご連絡いただきたい。 

亀卦川会長 他に全体を通して意見等あるか。 

馬場委員 今後の議題は決まっているのか。 

長谷川計画推進係長 まだ決まっていないが、予定としては、資料３にそれぞれ記載の形での進捗

を図っていきたいと考えている。 

 

９ 閉会 


